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はじめに 

 会員の皆様には、ご健勝のこととお慶び申し上げます。早いもので 3.11 東日本大災

害から丸２年が経過しました。安倍内閣の景気対策が始動し、再び公共工事が盛んにな

り、減少を続けてきた土木建設業は活気づいておりますが、その結果、東北復興事業に

必要な資材や職人が不足し、思うように工事が発注できない事態になっているのは皮肉

なことです。一刻も早く、優先度にメリハリをつけて、復興工事が順調に進むことを願

っております。  

また今年１月１６日にアルジェリアで発生したテロ事件で本学工学部卒業生が 2 人亡

くなるという悲惨な出来事がありました。 地球上からこのような武力衝突を無くすた

めに、世界平和実現の話し合いと相互理解を進める機運が高まる事を祈って止みません。 

本年度の活動について 

 生産工学科同窓会(以下、本会)が担当グループ制を採用して丸 3 年が経ち、各グル

ープによる活動も更なる飛躍を目指して今年から新しい試みを志向してまいります。 

特に皆様に紹介しておきたい事項は以下の３グループの活動です。 

イベント・グループのブラシュアップ研修会はこの３年間で計 15 回を数えました。

昨年度は初めての名古屋地区での開催や、東京での開催等、横浜での 3回の開催を含め

計 5回開催を致しました。今年はこれまでの平日開催から土曜日開催に軸足を変えてゆ

こうと考えています。これにより、講師と会員同士の親睦の時間が取れると期待してお

ります。 

会員グループは昨年クラス幹事を含めた拡大幹事会を開催し、会員の皆様から忌憚の

ない意見を頂戴しました。引き続き同窓会員のために、今後どのような活動をしてゆく

べきか検討・試行中です。また紙媒体での会員名簿について会員の皆様がどのようにお

考えになっているかアンケートを行いました。この結果については来る５月１８日に予

定されている総会で皆様にご報告いたします。 

また、広報グループと事務局によるメルマガの発行も第○○号を数え、“子育て奮戦

記”の連載を楽しみにしているファンも増えてきました。メルマガは本会ホームページ

(横浜国立大学生産工学科同窓会でインターネット検索できます)をご覧ください。 

今年はホームページの更なる充実も視野にいれ、更新頻度の向上やニュースの拡充を

図ります。 



生産工学科同窓会 第 16 回総会・懇親会について 

 ｢会員出会いの場を多く｣に応える催しとして、5 月 18 日(土)に開催します。詳細は

同封のパンフレットをご覧ください。実行委員会の提案を受け、今回は、再びキャンパ

スでの開催になります。横浜駅西口から大学構内へ市営バスが乗り入れており、アクセ

スが改善されていますので、多数の会員の参加を切望致します。 

第 8回横浜国大ホームカミングデー(HCD)について 

 今年は工学部同窓会連合が当番同窓会となり、10 月○○日(土)に開催されます。 

実行委員長を生産工学科同窓会の鈴木弥栄男氏（昭和 44 年金属工学科卒）がつとめら

れますので、是非皆様方からご支援と当日のご参加を賜りたいと思っております。 

生産工学科同窓会の名称変更について 

 横浜国大では 2 年前から学部の再編を行い、工学部生産工学科の名称は、理工学部 

機械工学・材料系学科となり、平成 27 年 3 月には機械工学・材料系学科の卒業生が出

てまいります。このため生産工学科同窓会の名称を変更する計画を総会に提案する予定

です。 

同窓会費・賛助会費納入のお願い 

 同窓会の運営は毎年会員の皆様からいただく年2000円の同窓会費と1口1000円の賛

助会費でまかなわれています。主な支出は会報や総会ですが、恩師や企業で働く会員が

講師をつとめるブラシュアップ研修会や、常に上位入賞が期待される学生フォーミュラ

活動支援などにも充てられています。 この会費納入率はここ数年低下の傾向にあり、

特に平成以降の同窓会員からの納入率は 10％代と低迷しており、高年齢会員に依存し

ております。 他の同窓会でも同様な傾向にあり、今後の事を考えると若年層会員にも

会費を負担してもらえるよう、同窓会の認知度や魅力を向上させてゆくことが大きな課

題です。今年度はこの同窓会認知度向上活動元年に位置づけし、様々な活動を提案して

まいります。 生産工学科の卒業生は全員本同窓会会員となっており、会員名簿は事務

局で維持されております。どうぞ同窓会へのご理解を賜り、同窓会費・賛助会費納入へ

のご協力をお願いいたします。 

おわりに 

 野球やサッカーなどプロスポーツの世界でも日本人がグローバルに活躍する時代に

なりました。同窓会会員諸氏におかれても政治・経済・学会などでグローバルに活躍さ

れている方も増えてきたと思います。ぜひその貴重な体験をブラシュアップ研修会の講

師として若手会員に伝えて欲しいと思います。連絡先は同窓会事務局森本常任幹事です。 

同窓会事務国メールアドレス：○○ 

  


